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西湖・河口湖氷まつり　イベント案内西湖・河口湖氷まつり　イベント案内西湖・河口湖氷まつり　イベント案内西湖・河口湖氷まつり　イベント案内
～冬限定の贅沢なアート“西湖・河口湖　氷の芸術鑑賞”～

～合併による新たなる飛躍～～合併による新たなる飛躍～

　西湖野鳥の森公園、梨宮公園の２会場で、それぞれのテーマの「氷のオブジェ」を公開します。
�

【メイン会場】　西湖野鳥の森公園（西湖畔）　「樹氷まつり」：1月31日(土)～2月8日(日)

【サブ会場】　梨宮公園（河口湖畔）中原淳一美術館敷地内　「氷の庭園」：1月17日(土)～2月8日(日)

�　※気象条件により変更する場合があります

　○ライトアップ

�・両会場にて、期間中実施　17:00～21:30

�・土日曜はキャンドル点火（野鳥の森）17:00～19:00

　○氷まつりライトアップ点灯式
　・ライトアップ点灯、オマタタツロウさんによるコン

　　サート、太鼓演奏等（予定）

�・日時：１月30日(金)　17:15～

　○キャンドル作り体験
　・1月31日(土)、2月1日(日)、7日(土)、8日(日)

�・10：30～ 11：30～ 12：30～ 13：30～ 14：30～　

　　樹海ギャラリー

　○特産販売

�・ヒメマス塩焼き、ワカサギ塩・醤油焼き、漬物、南

　　蛮味噌などの特産品を販売

�・期間中　9:30～18:00（土日曜は21:00まで）

○その他、クラフト体験教室、写真展示（足

和田回顧展）、コンサート、新町合併太鼓リ

レー、焚き火など多彩なイベントを開催します。

《以下は全て西湖野鳥の森公園で開催》

　○がらぽん抽選

�・西湖観光協会加入施設利用者または会場内でお買い
　　上げの方にお楽しみ抽選会参加券を配布
�・1月31日(土)～2月8日(日)　9：30～21：00（最終日
　　は20：00まで）

“2月23日は『富士山の日』”記念ウィーク“2月23日は『富士山の日』”記念ウィーク“2月23日は『富士山の日』”記念ウィーク

２００４年２月２１日（土）～２９日（日）

富士山をテーマに様々な記念行事を行います。詳細は２月号でもお知らせします

　○富士山を考えるフォーラム
　・ネイチャーガイドの認証制度のあり方～富士山麓の

　　環境保全と自然体験～

�・2月23日(月)　13:30～　中央公民館　参加自由

　○３７７６本のエコ・キャンドル
　・2月21日(土)、28日(土)　 17:30～21:00　河口湖畔、

　　西湖畔

　○湖上キャンドル
　・2月22日(日)、29日(日)　18:30～20:30　河口湖上、

　　西湖上

　○富士山凧揚げ大会
　・2月22日（日）　13:00～15:00　河口湖畔八木崎公園

　　参加自由

○その他、富士河口湖・太鼓の共演、河口湖

釣大会、ウォーキング大会、ネイチャーウォ

ーク、湖水真珠特別アクセサリー体験、全国

のふるさと富士ポスター・写真展、観光写真

コンクール入賞作品展、富士河口湖町のあゆ

み写真展など、多彩なイベントを開催します

　○富士河口湖町誕生記念　大焚火
　・2月28日(土)　［富士河口湖の灯・集結］　16:00～　

　［点火］17:00　河口湖畔八木崎公園

　○「富士山の日」記念＆河口湖釣り大会前夜祭　花火大会
　・2月21日(土)　20:00～　河口湖上（船津浜沖）

　○凧作り教室
　・2月11日(水)　10:00～12:00　中央公民館

　○廃油キャンドル作り体験教室
　・体験料：900円　要申込（フィールズ　20-4060）

合併記念イベント!合併記念イベント!合併記念イベント!合併記念イベント!
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KAWAGUCHIKO
MACHI

WOMEN'S PLAN

KAWAGUCHIKO
MACHI

WOMEN'S PLAN

女と男の情報コーナー女と男の情報コーナー
ひと ひとひと ひと

　
二
０
０
四
年
、
元
旦
の
朝
は
晴
れ
て
風
な
く
陽

光
に
映
え
る
富
士
の
姿
に
し
ば
し
陶
酔
し
ま
し
た
。

新
年
が
こ
の
幕
明
け
の
よ
う
に
、
お
だ
や
か
で
平

和
の
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
ひ
た
す
ら
祈
り
ま
す
。

�

さ
て
、
富
士
河
口
湖
町
で
は
新
町
建
設
計
画
の

中
で
、
女
性
が
い
き
い
き
と
活
動
す
る
事
業
と
し

て
、
「
女
性
交
流
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
を
打
ち
出

さ
れ
ま
し
た
。
地
元
に
女
性
の
活
動
拠
点
が
で
き

る
こ
と
は
本
当
に
力
強
い
限
り
で
す
。
今
後
、
女

性
施
策
推
進
の
面
で
県
市
町
村
か
ら
熱
く
注
目
さ

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

�

住
民
と
し
て
は
、
セ
ン
タ
ー
設
置
の
ね
ら
い
を

正
し
く
認
識
す
る
と
共
に
、
そ
の
運
営
に
つ
い
て

は
施
設
を
利
用
す
る
女
性
の
主
体
性
が
問
わ
れ
ま

す
の
で
勉
強
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

�

セ
ン
タ
ー
開

設
前
に
、
実
行

委
員
に
よ
る
準

備
会
や
学
習
が

必
要
と
考
え
ま

す
が
、
ど
う
で

し
ょ
う
か
。そ

の
よ
う
な
意
図

の
も
と
、
セ
ン

タ
ー
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
提

案
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
も
た
く
さ
ん

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

��

男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
が
施
行
さ
れ
、
女

性
施
策
を
取
り
巻
く
社
会
状
況
は
大
き
く
前
進
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
国
の
施
策
が
い
か
に
進
展
し

て
も
、
い
ま
だ
地
方
自
治
体
の
格
差
は
大
き
く
、

特
に
山
村
へ
の
浸
透
は
遅
々
と
し
て
進
み
ま
せ
ん
。

�

わ
が
町
で
は
町
村
合
併
を
機
に
、
女
性
の
活
動

拠
点
を
明
確
に
打
ち
出
し
、
地
域
格
差
の
是
正
を

図
ら
れ
た
の
は
、
た
い
へ
ん
意
義
あ
る
こ
と
で
す
。

�

さ
ら
に
、「
女
性
の
自
立
支
援
の
場
」
と
し
て
、

自
ら
気
づ
き
、
実
際
的
行
動
を
起
こ
す
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
生
み
出
す
施
設
と
し
て
、
お
お
い
に
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

�
１
、
情
報
収
集
・
提
供
事
業

　�

○
町
内
女
性
団
体
・
グ
ル
ー
プ
の
紹
介

　
　
　
　
（
活
動
内
容
・
会
員
募
集
な
ど
）

　
　
○
各
種
資
料
の
閲
覧

　�

○
イ
ベ
ン
ト
紹
介

　
　
　
　
（
講
演
会
・
講
座
等
へ
出
席
を
促
す
）

　�

○
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス

２
、
相
談
事
業

　
　
○
女
性
問
題
に
つ
い
て

　
　
　
　
（
介
護
・
子
育
て
・
Ｄ
Ｖ
・
職
場
等
）

　�

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
員
の
養
成

　�

○
専
門
相
談
室
と
の
連
携

３
、
広
報
・
啓
発
事
業

　�

○
セ
ン
タ
ー
通
信
の
発
行

　�

○
年
一
回
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

　�

○
講
演
会
・
映
画
会
等
々
町
と
の
共
催

　�

○
各
団
体
・
グ
ル
ー
プ
の
成
果
発
表
、
「
ワ 

　
　
　
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
の
開
催

�

４
、
交
流
事
業

　�

○
町
内
全
域
（
足
和
田
・
勝
山
・
河
口
湖
）
の

　
　
　
女
性
団
体
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
推
進

　�

○
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
の
定
期
的
開
催

�

●
提
案
に
対
す
る
ご
意
見
は
左
記
へ
お
願
い
し
ま
す

　
　
　
生
涯
学
習
課
　
男
女
共
生
・
国
際
係
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　�

（
７
２
‐
6
0
5
3
）

　
　
　
　
　
　
望
月
幸
子
（
７
３
‐
１
６
１
８
）

子育て支援事業

フリーマーケット

女
性
セ
ン
タ
ー
の
は
た
ら
き

予
想
さ
れ
る
主
な
る
事
業

女
性
団
体
連
絡
協
議
会
　
理
事
　
望
月
幸
子

女
性
交
流
セ
ン
タ
ー

設
置
に
想
う
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虫たちのささやき虫たちのささやき

ご意見・ご質問は、TEL（FAX）0555－20－3510　河口湖フィールドセンター　自然共生研究室まで

平成15年度　これまでの主な成果

平 成 16年 の 抱 負

河口湖ロータリークラブから看板を寄贈いただきました

（１）ゲンジボタルの自然発生
�これまで、河口湖畔４ヶ所のビオトープ施設（河口湖美術館・大石公園・大池公園・八木崎公園）に毎年幼虫を放流してき

ましたが、昨年は河口湖美術館施設には放流せず、前年の幼虫や成虫から自然に発生するのを待ちました。それは、施設設置

から５年が経過し餌になるカワニナも定着してきていましたし、これらの隠れる場所や、これら以外の水生昆虫なども増えて

来ていたからです。そして、数頭だけでしたが６月に自然に発生したゲンジボタルを確認できました。

�（２）オオムラサキ野外越冬幼虫３冬連続確認
　一昨年の１月に初めて見つかった越冬幼虫でしたが、昨年も少なかったもの

の見つかり、今冬も12月にこれまでで最も多い25頭の越冬幼虫を確認すること

ができました。更には、幼虫が同じエゾエノキを食べているゴマダラチョウの

幼虫も、同じ場所で初めて4頭見つけることができました。

�（３）絶滅危惧草原性蝶類の幼虫・成虫の生態調査
　アサマシジミ・ミヤマシジミの幼虫の生態やヒメシジミ・アサマシジミ・ミ

ヤマシジミ・クロシジミ・ゴマシジミの成虫の生態についての調査が大きく進

展しました。特に、ミヤマシジミ幼虫とクロオオアリの共生関係については、

12月に「絶滅危惧種ミヤマシジミとアリ類との共生関係について（Ⅰ）」と題して発表しました。

�（４）ニホンイノシシの被害予測のための生態基礎調査
　昨年から東京農工大学と共同で始めたのニホンイノシシ生態調査も本格化しました。２年目の食性調査（459個のフン分析）

では、単子葉植物とイネが１年中みられ、クルミ・ドングリ・昆虫・種子が季節的に変化して確認されました（「山梨県河口

湖町におけるニホンイノシシの食性」と題して共同発表）。

　15年度から始めた電波発信器による調査では、３月末から10月末まで追跡した１母子群の行動範囲は、約３６０ｈａと推定

されました（「ラジオテレメトリー法によるニホンイノシシの行動解析の試み」と題して発表）。

　また、御坂山脈約５５K㎡の範囲で５・８・１０・１２月に行ったイノシシ道調査では、山麓部はいつも多いのに中腹部は

いつも少なく、尾根部は1０・１２月に多くなることがわかりました（10月分までは「山梨県河口湖町におけるイノシシ道密

度分布とその季節的変化」と題して共同発表）。

�（５）ニホンリスの生態調査
　フィールドセンターのある剣丸尾溶岩流上の自然林におけるﾆﾎﾝﾘｽの生態調査は、森林総合研究所多摩森林科学園と共同で

一昨年４月から９月まで行い、春から夏の行動範囲が推定出来ましたが、昨年の９月からは東京農工大学にも協力いただき、

秋・冬の調査を行うことが出来ました。現在も継続調査中です。

�（１）ゲンジボタルの自然発生を継続させるとともに、カワニナとゲンジボタルの西川への定着を試みたい

�（２）富士河口湖町内におけるオオムラサキの分布調査を行い、オオムラサキのすむ自然度の高い雑木林を守って行きたい

�（３）絶滅危惧草原性蝶類、特にミヤマシジミ・アサマシジミ・ヒメシジミとアリ類との共生関係を詳しく調べ、保護のた

　　　　めの方策を探りたい

�（４）ニホンイノシシの調査範囲を大石地区まで広げ、別の個体を追跡することによって、別の群れの行動範囲を調べ、ど

　　　　のような個体群が被害を出しやすいか検討したい

�（５）富士山溶岩流上の自然林を代表するホ乳類でもあるニホンリスの生態を明らかにするとともに、他の山と大きく異な

　　　　る富士山の亜高山帯でのニホンリスの生態調査も行いたい

　河口湖畔４ヶ所のビオトープ施設も５年が経過し、看板もいたんできています。河口湖美

術館施設のものはすでに回収し補修の予定になっていますが、この度、河口湖ロータリーク

ラブの御厚意により、河口湖美術館施設と大池公園施設に写真のような看板を設置して頂き

ました。これも故山下高徳先生のご恩徳と河口湖ロータリークラブ会員各位のご配慮の賜と

感謝申し上げます。
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Fuji kawaguchikomachi 町 立 図 書 館 Tel & Fax 0555-73-3963

ホームページアドレス http://www.mfi.or.jp/kawato1/ Eメールアドレス kawato1@mfi.or.jp

■本館の2004年1月の予定

■大石・河口分館2004年1月の予定

1日～5日　毎週月曜日
館内整理日［30日(金)］

休館日

開館日
月曜日 大石分館読み聞かせ

町立図書館読み聞かせ会

水曜日

午後２時～７時

午後３時～６時

3歳以上対象　9日 16:00～
0歳～3歳対象 13日 10:30～

河口分館読み聞かせ 14日・28日 16:30～

 26日　　 16:30～

7・14・21・28日

19・26日

　　　　　　　　　　　　▼Memorial address（浜崎あゆみ）　▼恋文（中島みゆき）　▼男気（氷川きよし）

▼BRIDGE（SPEED）　▼Air/Cook/Sky（矢井田　瞳）　▼FACES （松任谷由実）　▼Mood Swings（ａｉｋｏ）

▼Longtime Favorites（竹内まりや）　▼天童よしみ2004年全曲集（天童よしみ）　▼胎教の音楽　　

▼ＩＮＯＣＥＮＣＩＡ（上松美香）・・・・・他

新着ＣＤ案内

１位　渡辺理衣奈（小立　５歳）　16位　渡辺　大志（小立小１年) 

２位　宮下　楓　（河口小２年）　16位　豊島明日香（船津　３歳）

３位　小池　真子（小立小１年)　 18位　梶原　直樹（船津小５年）

４位　小池　美旺（小立小４年）　18位　矢島　里菜（船津　４歳）

５位　森　　桜士（船津　４歳）　20位　渡辺　萌木（小立　３歳）

６位　宮下　凌　（河口小６年）　21位　白川　芽生（船津　５歳）

７位　村松　彩香（船津小２年）　21位　渡辺　伊織（小立小２年）

８位　宮下　凌輔（船津　４歳)　23位　土屋　花実（大石小１年）

９位　古屋　景子（小立小５年）　23位　杉村麻由佳（船津　５歳）

10位　井出　卓磨（船津小２年）　25位　宮崎　創也（船津　３歳）

11位　宮下　巧海（船津　５歳）　26位　井出　絢子（船津　５歳）

12位　梶原　駿　（船津　５歳）　27位　茅野　聖信（浅川　３歳）

13位　梶原　翔　（船津小２年）　28位　渡辺　将哉（小立　３歳）

14位　渡辺　風香（小立小３年）　29位　梶原　萌音（船津　４歳）

15位　梶原　舞　（船津小１年）　30位　古屋　慶人（小立　４歳）

　１２月１４日、勝山ふれあいセンターにおいて、親子クリスマスの集いを行いました。これは幼児から　小学

生の子どもを対象に、１年間に本をたくさん借りた人上位２５０人を招待して行っているもので今年で２５回に

なります。内容は多読者の表彰、勝山村はねっこ劇団の児童劇、芽吹きの会の大型紙芝居、たんぽぽ劇団の人形

劇、福引などで午後のひとときを楽しく過ごしました。日頃の図書館利用と同じくお父さんと一緒の姿も多く見

受けられました。

　今年も図書館では、皆さんの要望にできるだけ応えていきたいと思っています。お気軽にご利用ください。　

　尚、多読者賞の受賞者は次の３０名の方です。

親子クリスマスの集い実施しました親子クリスマスの集い実施しました親子クリスマスの集い実施しました

1～10位の受賞者のみなさん

新しい会場で大いに盛り上がりました

1～10位の受賞者のみなさん

新しい会場で大いに盛り上がりました
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INFORMATION

　
介
護
予
防
は
、
地
域
に
お
け
る
日
々
の
暮
ら
し
の
中

で
高
齢
者
が
健
康
で
自
立
し
た
生
活
を
送
る
た
め
に
き

わ
め
て
重
要
で
す
。
山
梨
県
で
は
、
こ
の
介
護
予
防
を

地
域
で
中
心
的
な
立
場
で
行
動
し
て
い
た
だ
く
、
介
護

予
防
サ
ポ
ー
ト
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

=

介
護
予
防
サ
ポ
ー
ト
リ
ー
ダ
ー
の
具
体
的
な
役
割=

・
町
が
行
う
介
護
予
防
事
業
の
企
画
へ
の
参
加
と
運
営

�

へ
の
協
力

・
地
域
の
高
齢
者
へ
の
声
か
け
、
誘
い
合
い
、
励
ま
し

�

な
ど
身
近
な
支
援

・
地
域
の
実
情
に
即
し
た
介
護
予
防
に
関
す
る
支
援
策

　
の
提
案

=

養
成
講
座=

◆
時
期
　
平
成
16
年
２
月
18
日
（
水
）
・
19
日
（
木
）

　
　
　�

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分
（
予
定
）

◆
会
場
　
都
留
市
「
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
都
留
」

　
　
　
　
　
　
　
　
（
都
留
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

◆
申
込
締
切
　
平
成
16
年
１
月
30
日
（
金
）

◆
募
集
人
員
　
10
名

◆
受
講
費
用
　
交
通
費
、
昼
食
代
は
受
講
者
負
担

◎
申
込
・
問
合
先
　
保
険
課
介
護
保
険
係
　

� 
 

℡:

7
2
‐
6
0
2
6
　F

A
X
:

7
2
‐
6
0
2
7

�=
S
A
R
S

の
冬
場
に
向
け
た
対
応
に
つ
い
て=

　
ア
ジ
ア
を
中
心
に
流
行
し
たS

A
R
S

は
、
７
月
５
日

に
最
後
の
伝
播
確
認
地
域 (

注) 

で
あ
っ
た
台
湾
が
除
外

さ
れ
、
流
行
は
一
応
の
終
息
を
迎
え
ま
し
た
。

�

し
か
し
、
冬
場
に
は
再
び
流
行
す
る
可
能
性
も
懸
念

さ
れ
て
お
り
、
国
も
感
染
症
法
を
改
正
しS

A
R
S

を
一

類
感
染
症
に
位
置
づ
け
、
対
応
を
充
実
・
強
化
し
ま
し

た
。

�

山
梨
県
に
お
い
て
は
、４
月
14
日
に
「
山
梨
県S

A
R
S

対
策
行
動
計
画
」
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
11
月
25
日

にS
A
R
S

総
合
訓
練
を
実
施
し
、
対
策
の
充
実
・
強
化

を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

�
(

注)

伝
播
確
認
地
域
：
過
去
20
日
以
内
に
、
そ
の
地�

域
内
で

S
A
R
S

が
人
か
ら
人
に
感
染
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
地
域
を
い

い
ま
す
。
各
国
か
ら
な
報
告
に
基
づ
き
、

W
H
O
 
(

世
界
保
健
機
関)

が
指
定
し
ま
す
。

�

★
今
冬
のS

A
R
S

・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
は
、

�

次
の
よ
う
な
こ
と
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

◇
「
手
洗
い
・
う
が
い
・
人
混
み
で
の
マ
ス
ク
着
用｣

な

　
ど
の
基
本
的
な
予
防
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

◇
冬
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る
時
期
で
も
あ
り

　
ま
す
。S

A
R
S

は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
初
期
症
状
が
似

　
て
い
る
た
め
、
診
断
が
難
し
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
はS

A
R
S

　
と
の
早
期
鑑
別
に
有
効
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

　
接
種
を
お
勧
め
し
ま
す
。

※S
A
R
S

に
つ
い
て
何
か
ご
心
配
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
吉
田
保
健
所(
2
4
‐
9
0
3
3)

へ
電
話
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。(

平
日
の
８
時
30
分
～
午
後
５
時)

�

　
　
　

�

医
療
に
必
要
な
す
べ
て
の
献
血
製
剤
を
国
民
の
献
血

に
よ
っ
て
確
保
す
る
体
制
を
早
期
に
確
立
す
る
た
め
、

新
た
に
成
人
す
る
「
は
た
ち
」
の
若
者
を
中
心
と
し
て

広
く
県
民
の
方
々
に
献
血
思
想
の
普
及
を
図
る
た
め
、

平
成
16
年
１
月
～
２
月
末
ま
で
「
は
た
ち
の
献
血
」
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

�

特
に
成
分
献
血
・
４
０
０
�
献
血
へ
の
理
解
と
協
力

を
求
め
る
こ
と
に
よ
り
、
冬
季
の
献
血
者
の
確
保
並
び

に
血
液
の
確
保
の
推
進
を
図
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
町

民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

���

山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院
は
、
人
生
80
年
時
代
を
迎
え

た
現
代
、
高
齢
者
の
学
習
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
と
と
も
に
、

長
年
培
っ
て
き
た
知
識
や
技
能
を
更
に
磨
き
、
充
実
し

た
生
き
が
い
の
創
造
と
地
域
文
化
振
興
の
狙
い
手
と
し

て
の
資
質
を
高
め
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
す
る
学
習
の
場

で
す
。
次
に
よ
り
平
成
16
年
度
の
学
生
募
集
を
行
い
ま

す
。

▽
募
集
人
員

　
　
各
地
域
学
園
　
40
名
　
計
　
3
6
0
名

　
　
　�

(

教
育
事
務
所
単
位
に
地
域
学
園
を
設
置
。)

▽
入
学
資
格

　�

県
内
在
住
で
お
お
む
ね
60
歳
以
上
、
健
康
で
学
習

　�

意
欲
の
あ
る
方

▽
修
業
年
限
　
２
ヵ
年

▽
募
集
期
間
　
　
　

　
　
平
成
16
年
１
月
20
日(

火)

か
ら

　
　
　
　
定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

▽
入
学
願
書
の
受
付

　
　
　
　
富
士
北
麓
・
東
部
教
育
事
務
所

▽
学
費
　
基
本
学
習
費
を
徴
収
し
ま
す
。

　
　
　�

(

平
成
十
五
年
度
は
年
間
三
、
〇
〇
〇
円)

介
護
予
防
サ
ポ
ー
ト
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

吉
田
保
健
所
か
ら

｢

山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院｣

学
生
募
集
に
つ
い
て

＝
「
は
た
ち
の
献
血
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
＝

　
　�

健
康
な
血
液
が
支
え
る
尊
い
生
命

　
　
　
　�

患
者
さ
ん
の
生
命
を
守
る
の
は
、

　
　
　
　
　
　�

献
血
か
ら
生
ま
れ
る
愛
の
贈
り
物
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▽
詳
細
は
、
各
教
育
事
務
所(

0
5
5
4
‐
4
5
‐
7
8
2
1)

又
は
町
教
育
委
員
会(

7
2
‐
6
0
5
3)

ま
で
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

���

国
民
生
活
金
融
公
庫
で
は
、
教
育
に
か
か
る
家
庭
の

経
済
的
負
担
の
軽
減
を
目
的
と
し
た
「
国
の
教
育
ロ
ー

ン
」
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
入
学
時
や
在
学
中
の
費

用
と
し
て
幅
広
く
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

�

例
年
受
験
シ
ー
ズ
ン
に
な
り
ま
す
と
窓
口
が
込
み
合

い
ま
す
の
で
志
望
校
が
決
ま
り
次
第
、
お
早
め
に
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。
ご
希
望
に
あ
わ
せ
て
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。

◆
利
用
で
き
る
方

　
　
　
世
帯
の
年
間
収
入
が
９
９
０
万
円

　�

（
事
業
所
得
者
は
７
７
０
万
円
）
以
内
の
保
護
者

◆
融
資
金
額
　

　
　
　
学
生
・
生
徒
一
人
に
つ
き
２
０
０
万
円
以
内

◆
融
資
の
対
象
と
な
る
学
校

　
　
高
等
学
校
、
短
期
大
学
、
大
学
、
専
修
・
各
種
学

　
　
校
な
ど

◆
使
い
み
ち

　
　
学
校
納
付
金
、
受
験
に
か
か
っ
た
費
用
、
ア
パ
ー

　�

ト
・
マ
ン
シ
ョ
ン
の
敷
金
・
家
賃
、
学
習
塾
・
教

　
　
科
書
・
学
用
品
・
パ
ソ
コ
ン
購
入
費
・
通
学
費
　

　
　
用
・
国
民
年
金
保
険
料
な
ど

◆
返
済
期
間
　
10
年
以
内

◆
据
置
期
間

　
　
在
学
期
間
内
で
元
金
の
据
置
が
で
き
ま
す

◆
利
　
率
　
年
１
・
６
％

◆
問
合
せ
先
　
国
民
生
活
金
融
公
庫
甲
府
支
店

�

　
　
　 

(

℡
０
５
５
‐
２
２
４
‐
５
３
６
１)

�

◆
募
集
期
間
　
教
養
学
部
・
大
学
院
修
士
科
目
生

　
　
　
　
　�

12
月
15
日
～
２
月
29
日

【
教
養
学
部
】

　
学
生
の
種
類
　

　�

全
科
履
修
生
（
４
年
以
上
在
学
し
、「
学
士（
教
養
）
」

　
　
　
　
　
　
　
　
の
学
位
取
得
を
目
指
す
学
生
）

　
　
選
科
履
修
正
（
１
年
間
在
学
し
、
希
望
す
る
科
目

　
　
　
　
　
　
　
　
を
履
修
す
る
学
生
）

　
　
科
目
履
修
生
（
１
学
期
間
「
６
ヶ
月
」
在
学
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
希
望
す
る
科
目
を
履
修
す
る
学
生
）

【
大
学
院
】

　
学
生
の
種
類
　

　�

修
士
科
目
生
（
１
学
期
間
「
６
ヶ
月
」
在
学
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
自
分
の
学
習
・
研
究
し
た
い
科
目

　
　
　
　
　
　
　
　
を
選
択
し
て
、
１
科
目
か
ら
履
修

　
　
　
　
　
　
　
　
す
る
学
生
）

●
資
料
請
求
・
問
合
先

　
〒4

0
0
-
0
0
1
6

　
甲
府
市
武
田4

-
4
-
3
7

（
山
梨
大
学
内
）

　
放
送
大
学
山
梨
学
習
セ
ン
タ
ー0

1
2
0

‐8
6
4

‐6
0
0

�

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　h

t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
u
-
a
i
r
.
a

�
c
.
j
p
/
h
p

�

Ｆ
Ａ
Ｘ
情
報
サ
ー
ビ
ス
　0

4
3

‐2
1
1

‐8
3
5
1

�

◆
日
　
時
　
２
月
11
日(

水)

　
開
場
　
12
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

 

開
演
　
12
時
50
分

◆
場
　
所
　
富
士
五
湖
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

◆
出
演
団
体
　
下
吉
田
第
二
小
、
下
吉
田
中
、
明
見
中
、 

 
 
 

　
　
　
　
　
　
吉
田
中
、
富
士
見
台
中
、
西
桂
中
、

　
　
　
　
　
　
湖
南
中
、
忍
野�

中
、
吉
田
高
校
、
　

　
　
　
　
　
吉
田
商
業
、
北
富
士
工
業
、
富
士
河
口
湖

　
　
　
　
　
高
校
、
富
士
五
湖
ウ
イ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

◆
入
場
料
　
無
料

◆
問
合
せ
先
　
富
士
河
口
湖
高
校
・
堀
内
昇
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　(

℡
７
３
‐
２
５
１
１)

���

　
都
市
計
画
法
第
17
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
都

市
計
画
の
案
を
次
の
と
お
り
縦
覧
し
ま
す
。
縦
覧
期
間

中
に
知
事
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

縦
覧
場
所
：
県
庁
都
市
計
画
課
、
都
留
建
設
部
都
市
計

　
　
　
　�

画
・
建
築
指
導
課
、
富
士
河
口
湖
町
役
場

　
　
　
　
　
建
設
課

縦
覧
期
間
：
平
成
16
年
１
月
23
日
（
金
）～
２
月
５
日（
木
）

問
合
せ
先
：
県
庁
都
市
計
画
課
計
画
担
当
　

　
　
　
　
　
　�

(

℡
０
５
５
―
２
２
３
―
１
７
１
６)

��

　
Ｙ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ
は
、
２
月
２
日
（
月
）
午
前
５
時
の

放
送
開
始
か
ら
山
梨
県
内
の
ど
こ
で
も
「
Ａ
Ｍ
７
６
５

Ｋ
Ｈ
ｚ
」
の
周
波
数
で
聴
く
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
現
在
１
０
６
２
Ｋ
Ｈ
ｚ
の
地
域
も
７
６
５
Ｋ

Ｈ
ｚ
に
な
り
ま
す
の
で
、
移
動
中
に
周
波
数
を
変
更
す

る
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
エ
リ
ア
も
拡
大
す

る
た
め
、
こ
れ
ま
で
よ
り
広
い
地
域
で
Ｙ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ

を
聴
く
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

▼
お
問
合
せ
先
　
山
梨
放
送
編
成
局
編
成
部 

宮
下

　
　
　
　
　
　
　
　
℡
０
５
５
‐
２
３
１
‐
３
２
１
３

�

　
　
　
　
　
　
　
℡
０
５
５
‐
２
５
１
‐
３
２
７
１

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
の
お
知
ら
せ

放
送
大
学
・
学
生
募
集
！

Ｙ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ
の
周
波
数
が
変
わ
り
ま
す
！

�

山
梨
県
吹
奏
楽
連
盟
南
都
留
支
部
　

�

　
　
　
　
＝
吹
　
奏
　
楽
　
祭
＝

富
士
北
麓
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

（
「
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
」
）の

決
定
に
係
る
都
市
計
画
の
案
の
縦
覧
に
つ
い
て
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町の文化財紹介

冨
士
御
室
浅
間
神
社

いにしえ こ みちいにしえ こ みち

富士河口湖古の小径富士河口湖古の小径

【
11
月
26
日
か
ら
1
月
8
日
ま
で
】

重要文化財 富士御室浅間神社本殿

お
お
わ
ら
し
ち
ご
う

か 
 
  

み 
 

ご
う 

う
ぶ 
す
な 

が
み 

や
ま
と
た
け
る
の

み
こ
と
と
う
い
ご
せ
い
ば
つ
の
み
ぎ
り
ご
よ
う
は
い
あ
り
な
き
れ

さ
か
の
う
え
た
む
ら
ま
ろ

ご

め
ん 

 
 
 
 
 

い
っ
し
ょ
う�

か
ん
じ
んむ

な
べ
ち
せ
ん

=
 

国
指
定
重
要
文
化
財 

=

�

　
　
昭
和
60
年
５
月
18
日
指
定

～
大
原
七
郷
の
産
土
神
～
（
Ⅰ
）

お
お 

わ
ら 

し
ち 

ご
う 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

う
ぶ
す
な
が
み

　
冨
士
御
室
浅
間
神
社
は
、
か
つ
て
は
大
原
七
郷
、

す
な
わ
ち
加
美
郷
の
う
ち
、
堅
山
（
勝
山
）
・
木
立

・
船
津
・
大
嵐
・
成
沢
（
鳴
沢
）
・
長
浜
・
大
石
の

七
ヵ
村
の
産
土
神
で
あ
っ
た
が
、
い
ま
で
は
旧
勝
山

村
の
産
土
神
（
氏
神
）
で
あ
る
。

　
こ
の
神
社
の
創
建
は
古
く
、
神
社
の
由
緒
書
き
や

『
甲
斐
国
社
記
・
寺
記
』
に
よ
れ
ば
「
往
古
日
本
武

尊
東
夷
御
征
伐
之
砌
御
遥
拝
被
為
在
」
、
ま
た
大
同

２
年
（
８
０
７
）
、坂
上
田
村
麿
が
社
殿
を
造
営
し
、

中
世
に
至
り
武
田
氏
の
社
殿
再
建
、
神
領
寄
進
が
あ

っ
た
。
ま

た
郡
内
領

主
小
山
田

氏
も
社
殿

修
復
の
た

め
郡
内
一

円
に
「
御

免
の
一
升

勧
進
」
の

許
可
や
、

神
主
屋
敷

の「
棟
別
銭

免
許
」
、

御
神
馬
の

寄
進
な
ど
と
多
く
の
証
文
を
与
え
、
神
社
の
保
護
に

当
た
っ
た
。
武
田
・
小
山
田
両
氏
な
き
あ
と
の
郡
内

歴
代
領
主
、
鳥
居
・
浅
野
氏
も
先
例
に
な
ら
っ
て
神

社
の
再
建
に
心
を
く
だ
い
た
。

　
な
か
で
も
鳥
居
彦
右
衛
門
元
忠
三
男
成
次
は
慶
長

17
年
（
１
６
１
２
）
５
月
、
富
士
山
の
２
合
目
に
現

在
に
残
る
す
ば
ら
し
い
容
姿
の
本
殿
を
造
営
し
た
。

　
構
造
は
一
間
社
入
母
屋
造
り
、
屋
根
は(

当
時)

檜

皮
葺
き
、
正
面
は
軒
唐
破
風
付
向
拝
を
設
け
、
正
側

面
三
方
に
は
高
欄
付
縁
が
回
り
、
背
部
両
脇
に
彫
刻

を
は
め
込
ん
だ
脇
障
子
が
立
っ
て
い
る
。
柱
上
部
破

風
　
木
等
金
箔
飾
り
金
具
を
取
り
付
け
、
内
陣
扉
周

り
に
は
透
彫
彫
刻
を
は
め
込
み
、
内
部
の
彩
色
も
当

初
の
も
の
を
よ
く
残
し
た
桃
山
時
代
の
特
色
を
持
ち
、

豪
壮
優
雅
な
建
造
物
で
あ
る
。

�

本
宮
の
鎮
座
地
は
富
士
山
２
合
目
で
あ
る
が
、
昭

和
42
年
山
梨
県
文
化
財
の
指
定
を
受
け
た
こ
と
を
き

っ
か
け
に
昭
和
48
年
、
49
年
に
か
け
て
本
宮
本
殿
の

永
久
保
存
を
図
る
た
め
、
河
口
湖
湖
畔
の
里
宮
境
内

に
移
築
工
事
を
す
す
め
、
本
殿
は
、
同
年
11
月
１
日

完
成
し
、
昭
和
60
年
５
月
１
８
日
国
が
指
定
す
る
重

要
文
化
財
と
な
っ
た
。
ま
た
、
富
士
山
２
合
目
の
跡

地
に
は
石
祠
を
建
立
し
そ
の
跡
地
と
し
た
。

�
こ
の
よ
う
に
由
緒
あ
る
歴
史
を
持
っ
た
冨
士
御
室

浅
間
神
社
と
勝
山
住
民
は
古
く
か
ら
深
い
か
か
わ
り

を
も
ち
、
村
の
鎮
め
の
宮
と
し
て
共
に
生
き
発
展
し

て
き
た
。
（
勝
山
村
史
よ
り
）

�

　　
次
号
で
は
、
ご
祭
神
、
山
宮
・
里
宮
な
ど
地
域
と

の
か
か
わ
り
を
と
お
し
て
紹
介
し
ま
す
。

お
め
で
た
（
出
生
）

小
林
　
拓
未
　
　
正
　
美
　
か
お
り
　
船
津

小
林
　
達
也
　
　
正
　
美
　
か
お
り
　
船
津

野
口
瑠
美
奈
　
　
浩
　
二
　
あ
ず
さ
　
船
津

三
浦
悠
希
乃
　
　
洋
　
一
　
泰
　
子
　
船
津

大
石
　
悠
楽
　
　
　
環
　
　
宏
　
枝
　
船
津

�

越
　
　
葵
　
　
　
潤
　
　
奈
津
子
　
船
津

村
松
　
賢
也
　
　
敏
　
史
　
ゆ
か
り
　
船
津

森
下
　
愛
菜
　
　
直
　
人
　
麻
衣
子
　
船
津

�

山
　
脩
汰
　
　
彰
　
将
　
久
　
美
　
船
津

萱
沼
　
　
澪
　
　
隆
　
弘
　
智
　
里
　
船
津

五
味
　
龍
星
　
　
一
　
成
　
直
　
美
　
船
津

三
浦
　
結
衣
　
　
幸
　
弘
　
初
　
美
　
船
津

宮
下
　
　
響
　
　
　
敦
　
　
真
由
美
　
船
津

中
村
も
も
か
　
　
辰
　
也
　
千
　
秋
　
船
津

赤
池
　
銀
太
　
　
亮
　
太
　
留
　
美
　
船
津

柏
木
　
志
織
　
　
里
　
志
　
ゆ
か
り
　
船
津

根
本
　
翔
太
　
　
和
　
也
　
早
　
苗
　
船
津

古
屋
　
瑠
菜
　
　
博
　
臣
　
里
　
美
　
小
立

朝
比
奈
琴
未
　
　
隆
　
浩
　
千
　
晶
　
小
立

堀
内
　
虹
志
　
　
武
　
朗
　
麻
　
由
　
小
立

河
野
　
瑠
希
　
　
吉
　
幸
　
　
彩
　
　
小
立

渡
邊
　
隼
貴
　
　
武
　
志
　
千
　
尋
　
小
立

船
川
　
空
楽
　
　
雄
　
央
　
千
　
草
　
小
立

渡
邉
　
翔
太
　
　
昌
　
樹
　
め
ぐ
み
　
小
立

古
屋
　
蒼
奈
　
　
元
　
生
　
昭
　
子
　
小
立

小
池
嶺
次
郎
　
　
裕
次
郎
　
美
　
佐
　
小
立

相
澤
　
美
波
　
　
一
　
憲
　
利
　
美
　
小
立

渡
邊
航
太
朗
　
　
尚
　
夫
　
り
え
子
　
小
立

梶
原
　
莉
子
　
　
芳
　
和
　
美
　
紀
　
大
石

梶
原
　
龍
幸
　
　
　
知
　
　
綾
　
子
　
大
石

大
関
　
陸
斗
　
　
一
　
孝
　
厚
　
子
　
河
口

池
上
　
雄
斗
　
　
貴
　
之
　
夏
　
恵
　
河
口

中
村
　
美
歩
　
　
太
　
郎
　
昭
　
美
　
河
口

中
村
　
香
歩
　
　
太
　
郎
　
昭
　
美
　
河
口

中
田
　
結
菜
　
　
貴
　
洋
　
礼
　
子
　
河
口

渡
邊
　
舜
太
　
　
貴
　
浩
　
美
　
穂
　
勝
山

流
石
　
快
人
　
　
泰
　
広
　
幸
　
子
　
勝
山



広
報
富
士
河
口
湖

　
２３

12月1日現在

人 口

　男

　女

世 帯

人のうごき人のうごき人のうごき

　　23,754

11,622

  12,132

 7,605

人

人

人

戸

河 口 湖 の 気 象河 口 湖 の 気 象河 口 湖 の 気 象入札結果をお知らせします入札結果をお知らせします入札結果をお知らせします 河口湖測候所

年・月

平 均 気 温

14.4℃

5.3℃ －0.6℃ 1.3℃

9.5℃ 6.9℃

22.5℃(1)

－1.7℃(18) －4.8℃(29)

111.1h

82 %

4.8℃

10.9℃ 13.3℃

17.2℃(12)

23.0㎜ 82.1㎜217.0㎜

177.6h

67 %

過去最高  23.8℃

過去最低 －9.5℃

157.8h

73 %

最高気温

最低気温

日照時間

月最高気温

月最低気温

湿　　度

降 水 量

月
の
平
均

合
計

極
値

14年11月15年11月 平年(30年平均)要素

※月によって資料が変更になります。(  )内は極値の期日

　
毎
年
、
２
月
を
『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推

進
月
間
』
と
し
て
、
一
人
ひ
と
り
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
考
え
、
実
践
す
る
よ

う
に
、
山
梨
県
下
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

�

本
町
で
も
、
給
食
サ
ー
ビ
ス
、
声
の
広
報

・
点
訳
サ
ー
ビ
ス
、
高
齢
者
と
の
話
し
相
手
、

切
手
整
理
な
ど
の
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

�

近
所
の
お
年
寄
り
へ
の
声
か
け
、
地
域
活

動
へ
の
参
加
な
ど
身
近
な
暮
ら
し
の
中
で
、

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

���

町
社
協
で
は
、
町
内
の
小
・
中
学
校
の
児

童
・
生
徒
を
対
象
に
、
福
祉
作
文
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
応
募
作
品
の
中
か
ら
優
秀
作
品
を
選
出
し
、

３
月
下
旬
に
開
催
す
る
『
福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
交
流
の
集
い
』
の
席
で
表
彰
を
行
い
ま

す
。
全
応
募
作
品
を
次
の
通
り
展
示
し
ま
す
。

　
期
間
　
平
成
16
年
２
月
４
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　�

～
２
月
10
日
（
火
）

　
時
間
　
午
前
10
時
～
午
後
８
時

　
　
　
（
最
終
日
は
、
午
後
５
時
ま
で
）

　
場
所
　
河
口
湖
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　
　
　�

ベ
ル
　
２
階
催
事
場
及
び
１
階

　
　
　�

セ
ン
ト
ラ
ル
コ
ー
ト
ま
わ
り

��

町
社
協
に
、
県
立
富
士
河
口
湖
高
等
学
校

の
生
徒
さ
ん
か
ら
、
2
0
0
枚
以
上
の
手
作

り
カ
ー
ド
を
寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

�

こ
の
カ
ー
ド
は
、

２
年
生
全
員
が
、

和
紙
や
色
紙
を
切

り
貼
り
し
、
地
域

の
お
年
寄
り
に
、

心
を
こ
め
た
言
葉

や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

入
れ
て
制
作
し
た

も
の
で
す
。

�

い
た
だ
い
た
カ
ー
ド
は
、
老
人
大
学
の
受

講
生
や
、
給
食
サ
ー
ビ
ス
の
お
弁
当
と
一
緒

に
、
お
年
寄
り
に
お
届
け
し
ま
し
た
。

社
協
だ
よ
り

社
協
だ
よ
り

毎
年
２
月
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進
月
間
で
す
。

�

“
手
作
り
の
カ
ー
ド
を
お
年
寄
り
に
”

�

　
　
　
富
士
河
口
湖
高
等
学
校 

２
年
生

小
・
中
学
生

福
祉
作
文
・
ポ
ス
タ
ー
作
品
展

河
口
湖
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
ベ
ル
展
示

毎
年
２
月
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進
月
間
で
す
。

�

“
手
作
り
の
カ
ー
ド
を
お
年
寄
り
に
”

�

　
　
　
富
士
河
口
湖
高
等
学
校 

２
年
生

小
・
中
学
生

福
祉
作
文
・
ポ
ス
タ
ー
作
品
展

河
口
湖
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
ベ
ル
展
示

　
新
年
、
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

�

富
士
河
口
湖
町
社
会
福

祉
協
議
会
と
し
て
、
初
め
て
の
年
を
迎

え
ま
し
た
。
社
協
で
は
、
誰
も
が
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
、
人
と
人
と
の
ふ
れ

あ
い
の
あ
る
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
、

共
に
支
え
、
助
け
合
う
仕
組
み
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
、
地
域
の
特
性
に
合
わ
せ
た

小
地
域
福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
、

住
民
の
皆
様
と
共
に
目
指
し
て
い
き
ま

す
。

新
町
の
地
域
福
祉
向
上
・
�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進
を

�

　
　
目
指
し
ま
す
！

（12月25日執行分）

村道17号線道路改良工事(1工区) 9,817,500勝 山 伊藤建設(有)

7,140,000勝 山 (有)小佐野土建村道17号線道路改良工事(２工区)

7,717,500勝 山 共同土木(株)村道２５６号線道路改良工事

5,670,000勝 山 (有)三浦土木村道２０６号線道路改良工事

事業・工事名 請負金額（円）�請負業者工事個所

お
し
あ
わ
せ
に
（
結
婚
）

HAPPY WEDDING

安
富
　
蘭
子
　
66
歳
　
安
富
　
和
男
　
船
津

古
屋
　
明
久
　
69
歳
　
古
屋
ふ
じ
こ
　
船
津

坂
本
　
福
次
　
79
歳
　
坂
本
　
小
次
　
船
津

梶
原
寿
恵
子
　
72
歳
　
梶
原
　
政
英
　
船
津

林
　
　
和
子
　
64
歳
　
林
　
　
久
弥
　
船
津

村
山
　
昭
人
　
64
歳
　
村
山
　
紀
子
　
船
津

清
水
　
ミ
ツ
　
99
歳
　
清
水
　
禎
彦
　
船
津

外
川
　
要
子
　
92
歳
　
外
川
　
祐
治
　
小
立

古
屋
　
良
一
　
66
歳
　
古
屋
　
勝
子
　
小
立

小
林
　
正
夫
　
49
歳
　
小
林
　
芳
子
　
大
石

堀
内
　
忠
雄
　
86
歳
　
堀
内
た
け
子
　
大
石

天
野
　
艶
喜
　
78
歳
　
天
野
　
政
次
　
河
口

小
野
田
　
久
　
84
歳
　
小
野
田
文
江
　
河
口

渡
邉
ふ
さ
の
　
87
歳
　
渡
邉
　
清
美
　
勝
山

久
保
マ
サ
エ
　
78
歳
　
久
保
　
純
子
　
勝
山
　

三
浦
　
　
一
　
50
歳
　
三
浦
と
も
子
　
大
嵐

渡
邊
　
　
忠
　=  

鈴
木
　
徳
美
　
船
津

渡
邊
　
淳
也
　=  

松
下
　
晶
子
　
船
津

初
沢
　
則
孝
　=  

宮
下
　
美
香
　
船
津

丹
澤
　
　
誠
　=  

井
出
　
和
江
　
浅
川

小
俣
　
淳
也
　=  

渡
邊
久
美
子
　
小
立

大
橋
　
昭
彦
　=  

齋
川
　
美
香
　
小
立

鶴
田
　
　
賢
　=  

和
光
　
　
薫
　
小
立

山
中
　
隆
広
　=  

渡
邊
　
　
文
　
小
立
　

外
川
　
栄
治
　=  

新
野
　
弘
美
　
小
立

渡
邊
　
幸
雄
　=  

山
内
　
晃
子
　
小
立

堀
内
　
広
邦
　=  

大
石
さ
と
子
　
大
石

後
藤
　
隆
博
　=  

奥
脇
　
友
紀
　
河
口

流
石
　
健
一
　=  

岡
部
　
静
香
　
勝
山

在
原
　
政
明
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国民年金・社会保険 相談所

日 時　2月10日(火)　　　　　　　　場 所　河口湖商工会
　　　 午前９時30分から午後４時

問合せ　山梨社会保険事務局大月事務所　℡0554-22-3811


